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民
間
企
業
で
創
設
さ
れ
つ
つ
あ
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員

本
田
一
成
・
國
學
院
大
學
経
済
学
部
教
授
／
労
供
研
究
会
事
務
局
長

ほ
ん
だ
・
か
ず
な
り　

法
政
大
学
大
学
院
修
了
。
博
士
（
経
営

学
）。
専
門
は
小
売
業
や
飲
食
店
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
人
材
・
組
織
問
題
。
主
な
単
著
に
「
主
婦
パ
ー
ト　

最
大

の
非
正
規
雇
用
」
集
英
社
新
書
、「
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
人
材

開
発　

日
本
と
西
欧
」
千
倉
書
房
、「
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー　

基
幹
化
と
労
使
関
係
」
白
桃
書
房
な
ど
。
労

働
組
合
と
大
学
生
を
つ
な
ぐ
人
財
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
機

構
（
Ｉ
Ｆ
Ｈ
Ｄ
）
理
事
。

　

は
じ
め
に
︱
︱
公
務
員
職
場
に
広
が
る
﹁
カ
ー
ス
ト
制
度
﹂

　

年
初
に
、主
婦
パ
ー
ト
の
立
場
か
ら
非
正
規
雇
用
を
分
析
し
た
小
著『
主

婦
パ
ー
ト　

最
大
の
非
正
規
雇
用
』（
集
英
社
新
書
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、

あ
る
自
治
体
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
を
つ
と
め
た
。
そ
の
帰
り
道
で
の
自
治
体

職
員
の
ご
意
見
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　　
「
私
は
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
正
規
職
員
よ
り
一
生
懸
命
に
働
い
て
一

〇
年
以
上
に
な
る
の
に
、
年
収
二
一
〇
万
円
の
ま
ま
で
す
。
今
後
も
ず
っ

と
そ
う
で
す
。
こ
れ
っ
て
カ
ー
ス
ト
制
度
み
た
い
で
す
よ
ね
。」

　

正
規
職
員
と
同
じ
勤
務
実
態
で
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
人
が
い
な
い
と
と

て
も
困
る
よ
う
な
立
場
の
ベ
テ
ラ
ン
の
非
常
勤
職
員
に
と
っ
て
、
職
場
が

カ
ー
ス
ト
制
度
と
呼
ぶ
べ
き
状
況
に
な
っ
て
い
る
現
実
は
重
い
。
燃
え
広

が
っ
た
非
正
規
雇
用
問
題
は
、
公
務
員
の
職
場
も
例
外
で
は
な
く
、
早
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
こ
う
い
う
意
見
を
も
つ
向
き
が
あ
ろ
う
。

公
務
員
職
場
で
は
、
法
律
が
違
う
、
任
用
や
勤
務
の
条
件
が
違
う
、
労
使

関
係
が
違
う
、
年
金
が
違
う
、
だ
か
ら
民
間
と
は
一
緒
に
論
じ
ら
れ
な
い
、

と
。
そ
の
通
り
だ
。
だ
か
ら
、
何
ら
か
の
方
法
で
賃
上
げ
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
賃
上
げ
が
ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
、

自
省
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

　

非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
を
中
心
と
す
る
従
来
の
労
働
条
件
改
善
活
動

で
、
非
正
規
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
条
件
の

向
上
を
求
め
る
活
動
は
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
遠
回
り
に
み
え
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
働
き
方
に
代
わ
る
新
し
い
働
き
方
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
す
べ

連
載

３

臨
時
・
非
常
勤
職
員
問
題
解
決
の
戦
略
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し
か
し
、
こ
の
制
度
は

非
正
社
員
の
立
場
か
ら
み

る
と
問
題
が
あ
る
。
と
い

う
の
も
、
今
の
と
こ
ろ
短

時
間
正
社
員
と
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
正
社
員
が
何
ら
か

の
理
由
で
一
時
的
に
短
時

間
正
社
員
と
な
り
、
再
び

フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
へ
戻

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
形
態
が
主
流
で
あ
る
か

ら
だ
。
何
ら
か
の
理
由
と

は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
正

き
で
あ
る
。
働
き
方
そ
の
も
の
を
研
究
し
、
そ
の
新
た
な
創
設
を
実
現
で

き
る
よ
う
詰
め
て
い
く
し
か
な
い
。
法
律
が
違
っ
て
は
い
て
も
、
常
勤
、

臨
時
・
非
常
勤
間
の
均
衡
・
均
等
待
遇
を
明
記
し
た
公
務
員
版
パ
ー
ト
労

働
法
を
構
想
す
る
と
か
、
派
遣
法
改
正
後
に
そ
れ
に
代
わ
る
就
業
形
態
を

導
入
す
る
な
ど
の
解
決
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
非
正
規
公
務
員
の
問
題
に
対
し
て
、
筆
者
に
具
体
的
な
処

方
箋
が
書
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
自
治
体
非
常
勤
職
員

の
意
見
に
対
し
て
も
、
実
は
う
ま
く
回
答
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
職
場
を
事
実
上
の
内
部
労
働
市
場
と
み
る
な
ら
、
非
常
勤
職

員
・
臨
時
職
員
の
内
部
労
働
市
場
へ
の
組
み
入
れ
を
図
る
べ
き
だ
し
、
そ

れ
を
外
部
労
働
市
場
と
み
る
の
な
ら
、
委
託
先
と
そ
こ
で
雇
用
さ
れ
る
労

働
者
が
密
着
し
た
新
た
な
集
団
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
構
想
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
後
者
の
外
部
労
働
市
場
と
い
う
視
点
は
、
昨
今
の
派
遣
法

改
正
論
議
を
考
慮
す
る
と
、
と
て
も
重
要
な
論
点
だ
が
、
そ
れ
を
記
す
紙

幅
は
な
い
た
め
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。
小
論
で
は
、
内
部
労
働
市
場
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
民
間
企
業
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に

焦
点
を
合
わ
せ
よ
う
。

　

短
時
間
正
社
員
の
導
入
状
況
と
問
題
点

　

現
在
、
民
間
企
業
の
人
事
管
理
で
最
も
新
し
い
動
き
は
、
短
時
間
正
社

員
の
導
入
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
改
正
育
児
介
護
休
業
法
で
短
時
間
勤
務

が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
導
入
が
加
速
し
て
い
る
。

表１●短時間正社員の導入・運用企業の割合
（％）

導入企業 計
制度あり 制度はないが

運用している
タイプⅠ 17.5 2.7 20.2 
タイプⅡ 4.0 3.0 7.0 
タイプⅢ 1.1 0.9 2.0 

「タイプⅠ」一時的に短時間正社員となり、再びフルタイ
ム正社員に戻る

「タイプⅡ」はじめから短時間正社員、もしくはフルタイ
ム正社員に戻らない

「タイプⅢ」 パートタイマーが短時間正社員に転換
資料：アイデム人と仕事研究所「短時間正社員と人事管

理に関する調査」2008年。

社
員
の
育
児
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
短
時
間
正
社
員
と
は
、
フ
ル
タ
イ
ム

女
性
正
社
員
用
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

つ
ま
り
、
も
と
も
と
短
時
間
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
り
、
フ
ル
タ

イ
ム
正
社
員
か
ら
短
時
間
正
社
員
に
切
り
替
わ
り
恒
久
的
に
と
ど
ま
る
形

態
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
か
ら
短
時
間
正
社
員
に
転
換
す
る
形
態
は
少
な

い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
か
ら
の
要
請

で
あ
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の
構
想
や
均
等
待
遇
の
視
点
か
ら
促
さ
れ
た

働
き
方
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
現
状
を
デ
ー
タ
で
確
か
め
て
み
よ
う
。
表
１
は
、
企
業
の
短
時
間
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あ
る
。

　

こ
の
Ｓ
職
は
単
な
る
職
種
限
定
の
正
社
員
区
分
で
は
な
く
、
そ
こ
に
パ

ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
を
含
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｓ
職
に
は
勤
務
地

と
勤
務
時
間
に
選
択
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
Ｓ
職
の
職
員
は
、
住
居
の
最
寄

り
駅
か
ら
一
時
間
以
内
の
店
舗
に
、
勤
務
地
の
異
動
範
囲
を
限
定
す
る
こ

と
を
選
択
で
き
る
。
ま
た
、
勤
務
時
間
は
、
一
日
五
時
間
以
上
で
あ
れ
ば

一
時
間
単
位
で
選
択
で
き
、
勤
務
日
数
は
一
週
四
日
か
五
日
か
を
選
択
で

き
る
。
Ｓ
職
の
短
時
間
勤
務
者
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
い
が
、
Ａ
職
の

よ
う
に
期
間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
契
約
で
は
な
く
、
無
期
雇
用
者
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
Ｓ
職
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
選
考
試
験
（
筆
記
試
験
、

面
接
試
験
、
た
だ
し
上
司
推
薦
が
必
要
）
を
経
て
Ａ
職
か
ら
転
換
で
き
る

点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
Ａ
職
は
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務
と
ま
っ
た
く

同
じ
一
週
五
日
、
一
日
七
時
間
の
ま
ま
Ｓ
職
に
転
換
し
た
。
こ
の
Ｓ
職
は
、

先
ほ
ど
の
表
１
で
い
う
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
（
タ
イ
プ
Ⅲ
）
と
な
る
。

　

な
お
、
Ｘ
社
に
も
、
正
社
員
を
対
象
と
し
た
育
児
や
介
護
を
理
由
と
す

る
短
時
間
勤
務
制
度
が
普
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
時
的
な
短
時
間
正

社
員
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
職
の
短
時
間
勤
務

者
、
つ
ま
り
恒
常
的
な
短
時
間
正
社
員
も
い
る
。
正
社
員
か
ら
の
転
換
も

あ
れ
ば
、
外
部
採
用
も
あ
る
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）。

　

短
時
間
正
社
員
の
報
酬
は
、
一
般
に
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
を
基
準
と
し

て
、
労
働
時
間
に
比
例
し
て
決
定
さ
れ
る
。
Ｘ
社
の
Ｓ
職
の
賃
金
も
同
様

で
あ
る
。
そ
の
支
給
率
を
示
し
た
表
２
を
み
て
ほ
し
い
。
Ｓ
職
に
な
り
、

正
社
員
の
導
入
・
運
用
状
況
を
タ
イ
プ
別
に
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
主
に
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
正
社
員
が
主
に
育

児
を
理
由
に
一
時
的
に
短
時
間
正
社
員
と
な
り
再
び
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員

に
戻
る
「
タ
イ
プ
Ⅰ
」、
は
じ
め
か
ら
短
時
間
正
社
員
だ
っ
た
り
、
フ
ル

タ
イ
ム
正
社
員
に
戻
ら
な
い
「
タ
イ
プ
Ⅱ
」、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
短
時

間
正
社
員
に
転
換
す
る
（
こ
の
短
時
間
正
社
員
を
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社

員
」
と
呼
ぶ
）「
タ
イ
プ
Ⅲ
」
と
な
る
。
導
入
・
運
用
企
業
の
割
合
を
み

る
と
、
タ
イ
プ
Ⅰ
が
二
〇
・
二
％
、
タ
イ
プ
Ⅱ
が
七
・
〇
％
、
タ
イ
プ
Ⅲ

が
二
・
〇
％
で
あ
る
。

　

タ
イ
プ
Ⅰ
に
比
べ
て
、
タ
イ
プ
Ⅱ
と
タ
イ
プ
Ⅲ
は
低
調
で
あ
る
。
念
の

た
め
、
短
時
間
正
社
員
を
導
入
・
運
用
し
て
い
な
い
企
業
の
意
向
を
み
て

も
、
タ
イ
プ
Ⅰ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
。
や
は
り
短
時
間
正
社

員
の
現
状
は
、
正
社
員
に
比
重
を
置
い
た
、
よ
り
正
確
に
は
女
性
正
社
員

向
け
の
制
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
﹁
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
﹂
制
度
の
導
入
事
例　

～
Ｘ
社
の
場
合
～

　

た
だ
し
、
パ
ー
ト
活
用
が
進
む
企
業
で
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
の

研
究
に
着
手
し
、
導
入
に
踏
み
切
り
は
じ
め
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
関
東

地
方
の
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
Ｘ
社
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。

　

Ｘ
社
の
正
社
員
区
分
は
三
つ
で
あ
る
。
中
堅
幹
部
の
Ｍ
職
、
一
般
正
社

員
の
Ｇ
職
に
加
え
て
、
職
種
限
定
（
鮮
魚
、
精
肉
、
事
務
な
ど
）
の
正
社

員
の
Ｓ
職
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
Ａ
職
が
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一
週
五
日
の
ま
ま
で
七
時
間
勤
務
を
選
択
す
れ
ば
、
賃
金
支
給
率
は
フ
ル

タ
イ
ム
正
社
員
の
八
分
の
七
、
つ
ま
り
八
七
・
五
％
が
支
給
さ
れ
る
。
同

様
に
、
六
時
間
勤
務
な
ら
ば
七
五
・
〇
％
、
五
時
間
勤
務
な
ら
ば
六
二
・

五
％
と
な
る
。
勤
務
日
数
を
四
日
と
す
る
こ
と
も
で
き
、
例
え
ば
一
日
八

時
間
な
ら
七
九
・
二
％
、
八
時
間
な
ら
ば
八
九
・
〇
％
、
一
〇
時
間
な
ら

ば
九
八
・
九
％
と
な
る
（
以
上
は
勤
務
限
定
な
ら
、
時
間
比
例
減
額
後
の

賃
金
の
九
五
％
支
給
と
な
る
）。

　

Ｓ
職
の
賃
金
は
、
職
種
を
限
定
し
な
い
正
社
員
、
つ
ま
り
役
職
候
補
の

一
般
担
当
の
賃
金
と
職
務
等
級
制
度
が
異
な
る
。
そ
の
詳
細
は
こ
こ
で
は

書
け
な
い
が
、
し
か
し
、
昇
給
ピ
ッ
チ
を
勘
案
し
て
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

決
し
て
Ｓ
職
の
賃
金
が
低
い
わ
け
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
Ｓ
職
の
賃
金

制
度
は
職
種
限
定
ゆ
え
に
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
正

社
員
と
格
差
の
あ
る
賃
金
制
度
と
は
い
え
な
い
。

　

非
正
社
員
活
用
リ
ス
ク
と
公
正
な
労
働
基
準

　

ど
う
し
て
Ｘ
社
は
、
わ
ざ
わ
ざ
人
件
費
増
と
な
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社

員
の
創
設
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
現
状
以
上
に
パ
ー
ト
活
用
を
進
め
た
い
と
い
う
経
営
者
の
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
職
場
で
崩
れ
つ
つ
あ
る
公
正
な
労

働
基
準
を
保
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
Ｘ
社
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社

員
の
創
設
に
踏
み
切
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

　

小
売
業
の
職
場
は
、
周
知
の
通
り
、
既
に
高
度
な
パ
ー
ト
活
用
が
達
成

用
は
人
件
費
削
減
の
目
的
で
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
目
的
が
達
成
さ
れ

て
い
る
限
り
、
そ
の
リ
ス
ク
に
は
な
か
な
か
目
が
向
か
な
い
傾
向
が
あ
る
。

だ
が
、
リ
ス
ク
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　

表
３
は
、
パ
ー
ト
活
用
を
重
視
す
る
職
場
の
管
理
職
の
う
ち
、
活
用
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
肯
定
す
る
管
理
職
（「
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
回
答
し
た
管
理
職
）
と
、
そ

表２●Ｘ社のＳ職の勤務日数・時間選択による賃金支給率
（％）

一日の勤務
１週の　　　　時間
勤務日数

５時間 ６時間 ７時間 ８時間 ９時間 10時
間

４日 49.5 59.4 69.3 79.2 89.0 98.9 
５日 62.5 75.0 87.5 ― ― ―
資料：X社およびX労働組合に対する筆者の聴き取り調査による。
注：１週５日勤務の１日８時間以上はフルタイムであり該当しない。

さ
れ
て
い
る
。単
な
る
パ
ー
ト
戦
力
化（
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
知
識
、
能
力
、
意
欲
等

の
向
上
）
の
時
代
を
経
て
、
パ
ー
ト
基
幹

化
（
戦
力
化
に
よ
る
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
正
社
員
へ
の
接
近
・
重
複
）
の
時
代
に

入
っ
た
今
、
そ
の
小
売
業
に
あ
っ
て
、
さ

ら
に
パ
ー
ト
活
用
を
進
め
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
も
は
や
正
社
員
へ
の
接

近
で
は
な
く
、
正
社
員
化
と
い
う
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
こ
の
段
階
に
至
る
と
、
人

件
費
を
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

人
件
費
を
か
け
る
と
い
う
英
断
を
す
る
賢

明
な
経
営
者
が
、
少
数
な
が
ら
登
場
す
る
。

で
は
、
後
者
の
公
正
な
労
働
基
準
を
問
う

理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
い
わ
ば
パ
ー
ト
基

幹
化
に
伴
う
リ
ス
ク
で
あ
る
。
パ
ー
ト
活
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れ
以
外
の
管
理
職
（「
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
し
た
管
理
職
）

が
、
パ
ー
ト
活
用
効
果
に
つ
い
て
回
答
し
た
割
合
の
差
を
調
べ
た
も
の
で

あ
る
。

　

活
用
メ
リ
ッ
ト
否
定
派
の
回
答
が
、
肯
定
派
の
回
答
を
大
き
く
下
回
る

の
は
、「
人
件
費
の
節
約
が
で
き
る
」「
正
社
員
よ
り
も
人
件
費
が
安
い
た

め
、要
員
を
厚
く
配
置
で
き
る
」「
繁
忙
に
合
わ
せ
た
要
員
配
置
が
で
き
る
」

「
職
場
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」「
正
社
員
の
よ
う
に
異
動
が
な
い
た
め
、

職
場
で
長
期
的
に
働
く
人
材
を
活
用
で
き
る
」
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
活
用
メ
リ
ッ
ト
否
定
派
は
、
職
場
活
性
化
や
長
期
活
用

と
い
う
点
で
の
活
用
効
果
が
小
さ
い
と
認
識
し
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。

だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
人
件
費
の
削
減
や
要
員
面
の
融
通
性
と
い
っ
た
、

非
正
社
員
の
活
用
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
は
ず
の
こ
と
に
対
し
て
懐
疑
的

な
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

Ｘ
社
の
場
合
も
、
パ
ー
ト
基
幹
化
の
進
行
が
著
し
い
の
に
、
そ
れ
に
応

じ
た
待
遇
が
な
い
の
は
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
る
と
懸
念
し
て
い
た
。
そ
の

リ
ス
ク
と
は
、
定
着
が
悪
い
、
人
材
育
成
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
だ
け

で
な
く
、
不
満
を
た
め
た
パ
ー
ト
の
生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
や
、
そ
れ

と
連
鎖
し
て
発
生
す
る
同
僚
の
正
社
員
や
管
理
職
の
負
担
増
を
通
じ
た
生

産
性
低
下
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
徐
々
に
職
場
全
体
が
険
悪
な
雰
囲
気
に

な
る
。

　

さ
ら
に
公
正
な
労
働
基
準
を
揺
る
が
し
て
い
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
短
時

間
正
社
員
制
度
で
あ
る
。

例
え
ば
、
職
場
に
育
児

休
業
か
ら
戻
っ
た
一
日

六
時
間
勤
務
の
短
時
間

正
社
員
の
女
性
が
い
る

と
し
よ
う
。
こ
の
女
性

が
保
育
園
に
子
ど
も
を

迎
え
に
行
く
の
は
繁
忙

時
間
帯
で
あ
り
、「
お

先
に
失
礼
し
ま
す
」
と

帰
宅
し
て
い
く
。
そ
の

か
た
わ
ら
で
一
日
七
時

間
の
基
幹
化
し
た
パ
ー

ト
が
正
社
員
の
代
わ
り

に
正
社
員
並
み
に
働
き
、

し
か
も
時
間
給
換
算
の

賃
金
は
正
社
員
の
半
分

に
満
た
な
い
。
そ
の
パ

ー
ト
も
幼
児
の
母
親
で

あ
り
、
延
長
保
育
を
利

用
し
て
働
い
て
い
る
と

な
れ
ば
、
こ
う
い
う
職

表３●「パート重視型」職場の管理職が指摘するパート活用効果　　　　（複数回答、％）
①活用メリッ
ト肯定管理職

②それ以外の
管理職

①-②

人件費の節約ができる 70.1 46.7 23.4 
正社員よりも人件費が安いため、要員を厚く配置できる 45.6 24.4 21.2 
繁忙に合わせた要員配置ができる 37.4 17.8 19.6 
職場の活性化につながる 25.2 6.7 18.5 
正社員のように異動がないため、職場で長期的に働く人材を活用できる 49.0 31.1 17.9 
正社員をより高度な仕事に専念させることができる 23.8 13.3 10.5 
即戦力の人材を確保できる 18.4 13.3 5.1 
正社員の増員が難しいなか、要員が確保できる 57.8 53.3 4.5 
短期間で終わる仕事に合わせた人材の活用ができる 21.8 17.8 4.0 
様々な価値感や意見をもつ人材を活用できる 10.2 6.7 3.5 
その他 2.0 0 2.0 
再雇用の受け皿にできる 12.2 20.0 -7.8
資料：社会経済生産性本部「非正社員に対する職場マネジメントの実態に関する調査」2008年
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場
の
ど
こ
に
公
正
な
労
働
基
準
が
あ
ろ
う
か
。

　

一
般
に
、
こ
う
し
た
事
態
の
有
力
な
解
決
策
の
一
つ
は
、
正
社
員
へ
の

転
換
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
正
社
員
へ
の
転
換
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の

に
、
利
用
者
が
少
な
い
。
短
時
間
し
か
勤
務
で
き
な
い
限
り
、
フ
ル
タ
イ

ム
正
社
員
へ
の
転
換
が
現
実
的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
決
し

た
の
が
Ｘ
社
の
Ｓ
職
、
つ
ま
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
の
導
入
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
正
社
員
は
二
〇
〇
八
年
四

月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
で
も
構
想
さ
れ
て
い
た
。

時
に
誤
解
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
は
、
労
働
基
準

法
の
よ
う
な
労
働
条
件
を
規
定
す
る
法
で
は
な
く
、
雇
用
管
理
の
法
で
あ

る
。
企
業
経
営
に
お
け
る
パ
ー
ト
基
幹
化
と
い
う
実
態
に
対
す
る
貧
弱
な

待
遇
を
改
善
す
る
た
め
に
、
い
か
に
均
等
・
均
衡
待
遇
を
実
現
す
る
か
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
政
府
は
民
間
企
業
の
基
幹
化
リ

ス
ク
を
懸
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
改
正
法
に
先
立
ち
厚
労
省
の
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

研
究
会
」
が
パ
ー
ト
労
働
の
課
題
と
方
向
性
を
検
討
し
た
。
こ
の
研
究
会

の
最
終
報
告
書
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
企
業
が
基
幹
化
だ
け
を
進
め
、

待
遇
を
放
置
す
る
雇
用
管
理
を
問
題
視
す
る
。
だ
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
の
骨
格
は
、
基
幹
化
に
応
じ
て
、
す
な
わ
ち
正
社
員
と
の
比
較
に

応
じ
て
、
パ
ー
ト
待
遇
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
均
衡
・
均
等
の
原
則

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

最
終
報
告
書
で
は
、
均
衡
待
遇
と
同
時
に
、
基
幹
化
の
進
展
の
妨
げ
に

な
る
就
労
調
整
問
題
を
解
決
で
き
る
中
立
的
な
税
・
社
会
保
険
制
度
の
構

築
や
、
基
幹
化
の
最
終
形
態
で
あ
る
正
社
員
化
の
促
進
を
求
め
て
い
る
。

正
社
員
化
に
関
し
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
と
パ
ー
ト
非
正
社
員
と
の

中
間
に
、
短
時
間
正
社
員
を
導
入
し
普
及
さ
せ
る
べ
き
と
の
見
解
を
示
し

た
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
そ
の
ま
ま
改
正
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
だ
が
、
再
び
次
回
の
改
正
時
の
検
討
課
題
と
し
て
注
目
が
集
ま
る

で
あ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に
︱
︱
民
間
の
取
り
組
み
か
ら
何
を
学
ぶ
か

　

非
正
規
雇
用
問
題
の
本
質
は
、
官
も
民
も
同
じ
で
あ
る
。
呼
称
を
は
じ

め
と
す
る
形
式
上
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
非
正
規
職
員
の
多
く
は
も
は
や

補
助
労
働
者
で
は
な
く
、
基
幹
労
働
者
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
雇
用
不

安
と
低
待
遇
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。　

　

ま
た
、
既
述
の
民
間
企
業
の
パ
ー
ト
基
幹
化
リ
ス
ク
、
と
り
わ
け
生
産

性
の
低
下
は
、
公
務
員
職
場
な
ら
ば
、
サ
ー
ビ
ス
受
益
者
に
直
接
影
響
す

る
。
市
民
社
会
の
生
活
水
準
を
引
き
下
げ
る
リ
ス
ク
、
つ
ま
り
国
民
の
リ

ス
ク
と
い
え
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
民
間
企
業
の
取
り
組
み
か
ら
何
が
見
出
さ
れ
る
か
。
筆

者
は
、
決
し
て
短
時
間
勤
務
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
社
員

と
い
う
ま
す
ま
す
求
心
的
に
な
り
が
ち
な
区
分
の
境
界
線
を
何
ら
か
の
遠

心
力
で
広
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の
働
き
方
の
辻
褄
の
あ
わ
な
い
中
身

を
表
面
に
出
す
営
み
が
大
切
だ
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
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同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
な
げ
る
職
務
給
化
は
大
切
だ
が
、
実
際
に
は

そ
う
で
は
な
い
慣
行
が
強
固
で
あ
り
、
一
気
に
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

現
実
的
な
戦
術
と
し
て
は
、
職
務
給
化
の
精
神
は
捨
て
ず
、
そ
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ
技
で
従
来
の
慣
行
を
揺
る
が

せ
、
穴
を
あ
け
て
い
く
地
道
な
作
業
を
重
ね
る
べ
き
で
あ
ろ
う

　

民
間
企
業
へ
の
短
時
間
正
社
員
の
創
設
は
、
正
社
員
と
は
何
か
を
問
う

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
賃
金
や
仕
事
内
容
の
議
論
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
短
時
間
労
働
で
あ
っ
て
も
正
社
員
な
ら
ば
、

フ
ル
タ
イ
ム
正
社
員
と
ど
こ
ま
で
条
件
を
同
一
に
す
る
か
、
そ
の
た
め
に

何
を
な
す
べ
き
か
が
、
労
使
で
詳
細
に
議
論
さ
れ
る
。
仕
事
内
容
、
評
価
、

賃
金
、
教
育
訓
練
、
労
使
関
係
な
ど
全
体
が
洗
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
正
社
員
と
同
じ
条
件
の
労
働
者
範
囲
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
理
由
や
形
式
は
ど
う
あ
れ
、
均
衡
・
均
等
の
程
度
を
高
め
た
働

き
方
の
導
入
を
も
た
ら
す
。
そ
の
点
で
、
非
正
社
員
の
労
働
条
件
に
有
益

な
活
動
と
な
り
う
る
。

　

こ
う
し
た
指
摘
が
そ
の
ま
ま
公
務
員
の
分
野
で
適
用
で
き
る
と
い
う
つ

も
り
は
な
い
。
だ
が
、
民
間
企
業
が
検
討
し
て
き
た
の
と
同
様
の
思
考
で
、

何
ら
か
の
具
体
的
な
戦
術
が
と
れ
な
い
か
。
自
治
労
の
組
合
運
動
の
手
腕

に
期
待
す
る
。
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